
（令和５年９月 29日発表）

県指定有形文化財 木造
もくぞう

金剛
こんごう

力士
りきし

立像
りゅうぞう

の搬出作業を実施します 

別紙資料  有 ・ 無 

・ぜひ当日の取材をお願いします。 

・修理前の写真は記者クラブへ用意します。 

◆アピールポイント

・標高150ｍ付近に所在する国重要文化財 霊
れい

山寺
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仁王門
におうもん
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）に安置されている像高２ｍを超える木造
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（平安時代～鎌倉時代制作）は経年劣化や、風雨等の影響により損傷

が著しい状態です。 

・今回、令和５年から令和７年の３年をかけて埼玉県の修理所で保存

修理をすることになりました。 

・木造金剛力士立像は、標高150ｍ付近から、石段を使い1  ごと

数名で担いで麓まで搬出します。 

☆２m を超える仏像 2  を標高 150m から人力で運び出す、全国

でも珍しい、滅多にない機会です。 

◆日時・期間 

令和５年10月６日（金）11時～15時（正午～１3時を除く） 

阿形像本体の腕解体、全体梱包予定 

令和５年10月８日（日）10時～：阿形
あぎょう

像
ぞう

搬出開始予定 

             13 時～：吽形
うんぎょう

像
ぞう

搬出開始予定 

※８日の搬出時は、仏像が白布などで梱包された状態で、丸太のよう

になるため、仏像の姿は分かりにくくなります。 

◆場所 
霊山寺仁王門（静岡市清水区大内597番地）※仁王門は麓の駐車場

【別添】から山道を徒歩で約15分登ったところにあります 

◆内容など 

・搬出に伴う解体梱包作業は、令和５年９月28日（木）～令和５年

10月８日（日）までおよそ１週間かけて行われます。そのうちの２

日間を報道機関向けに公開します。 

※狭い参道で搬出作業を行うため、取材いただける場合は 10 月５

日（木）正午までに、①社名、②人数、③車の台数、④希望撮影時間

を、下記問合せ先まで事前にお知らせください。 ※雨天決行予定 

阿形像       吽形像              霊山寺仁王門 

【問合せ】観光交流文化局文化財課  

(静岡庁舎 16 階) 

担当  森山、熊谷 

電話  ０５４－２２１－１０６６

メール bunkazai@city.shizuoka.lg.jp

報道資料 



霊山寺関係者駐車場位置図         ：第１駐車場       ：第２駐車場

経路図 

霊山寺（駐車場） 

大内（交差点）

北街道/県道 67 号 



【参考】 
令和 5年 9月吉日 

メディア 各位 
鷲峰山 霊山寺  
住職 榎本 宏純 
仁王像修復委員会 
会長 大木 徳寿 

静岡県文化財 仁王像（金剛力士立像２躰）修復事業開始の告知 

仲秋の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。日頃は大変お世話になっております。 
当寺は昔より檀家は 30数軒しかない小さなお寺です。地域の人々には『大内の観音さん』と呼ばれ親

しまれ、毎日多くの方にご参拝、ハイキング等で訪れられています。また地域の農業に対し、昔から雨乞
寺として多くの人々に信仰されてきたお寺です。 
さて、霊山寺仁王門 （国の重要文化財）に安置されている金剛力士立像は積年の風雨により損傷が著し

い状態でした。当寺は山の中腹 （標高 150ｍのところ）にあり、自動車を利用する道路はありません。し
かも修復したい仁王像は一木造りのため細かく解体ができず、三十三曲がりの石段を使い 1 躰ごと数名
で担いで麓まで搬出しなければなりません。 
この度、その搬出 ・搬入の作業を静岡市山岳連盟様に協力を得ることができ、檀家の長年の悲願であり

ました保存修復事業が多くの人々の協力により開始されることなり、ご案内を申し上げます。 

〔仁王像場所〕 鷲峰山 霊山寺（じゅぶせん れいざんじ）   静岡市清水区大内 597 

〔修 復 期 間〕 令和５年10月 8日～令和７年９月の２年間 

    〔修 復 業 者〕 吉備文化財修復所 様（さいたま市）
〔協力〕 静岡市山岳連盟 様・ （株）大藤建設 様 

事業スケジュール（当面） 
○ 仁王像 抜魂式   令和 5年 9月 16日（土）   14：00～ （本堂にて供養） 
○ 仁王像 搬出作業      10月 8日（日）    10：00～（予定） 

〔担当〕
仁王像修復委員  
大木正美 


